
 

＜概要＞
  世界の原子力発電所の基数は、2004年12月31日現在、運転中434基（出力合計：37,920万

kW）、建設中33基（同：2,805万kW）、計画中38基（同：3,972万kW）で、総計505基（同：
44,698万kW）であった。これらの数値を2000年末の時点と比較すると、運転中の発電所は4基増
え、約1,600万kWの出力増となった。建設中の発電所は10基減少し、約1,300万kWの出力減とな
った。計画中の発電所は3基減少したが、出力は約840万kWの増加した。総計では、基数が9基減
少したが、出力はほぼ1,100万kW増加した。

  2004年には新たに4基の原子力発電所が営業運転を開始した（中国1、韓国1、チェコ2）。閉鎖
された発電所は5基で、新たに発注着工されたのは、インドの高速原型炉PFBR（出力50万kW）
であった。

＜更新年月＞ 
2005年08月   （本データは原則として更新対象外とします。）

 

＜本文＞
  日本原子力産業会議（現日本原子力産業協会（原産））は、世界の原子力発電所の動向を「世

界の原子力発電開発の動向」として毎年取りまとめている。2004年次報告は、原産が世界36か
国・地域の77の電力会社等から得たアンケートの回答に基づき、2004年末現在のデータを集計し
たものである。この報告によると、運転中の原子力発電所が434基（37,921万kW）、建設中が33
基（2,805万kW）、計画中が38基（3,972万kW）であり、合計は505基（44,698万kW）になって
いる。

  現在の原子力発電の状況を示すものとして、表１に世界の原子力発電開発の現状を国別に示
す。表２−１、表２−２および表２−３は、世界の原子力発電設備容量を炉型別に分類したもの
で、各々、運転中、建設中および計画中を示す。運転中の原子力発電所の設備容量と基数を国別
に比較すると、米国の1位に続いて、フランス、日本、ロシア、ドイツ、韓国、英国、カナダ、ウ
クライナ、スウェーデンの順である。2000年末の状況と比較すると、ロシアがドイツと入れ替わ
って5位から4位へ、カナダがウクライナと入れ替わって9位から8位に上昇した。中国は2000年末
における20位から12位まで上昇した。

  図１は各国別の原子力発電設備容量を運転中の発電所の設備容量の順で示す。建設中、計画中
の設備容量を含めると、日本、韓国、ウクライナ、中国、インドがほぼ同順位の国の中で飛び抜
けていることが分かる。図２は運転中の原子力発電所の設備容量の年次推移を示す。1995年頃を
ピークとして減少傾向が見られた設備容量は、1998年から漸増傾向を示している。

  表３は、国際原子力機関（IAEA）が発表している世界の原子力発電所の設備容量（ネット電気
出力）および発電電力量を示す。IAEAの集計方法は原産のそれとは異なるため、基数や出力に若
干の違いがある。また、この表における運転中および建設中の発電所基数と出力は、2005年8月
の数値である。この表には原子力発電量の総発電量に占める割合が示されている。この割合は、
フランスが1位で78.1％、ついでリトアニア（72.0％）、ベルギー（55.2％）、スロバキア
（55.1％）、スウェーデン（51.8％）の順になっている。日本は29.3％で、第12位である。フラ
ンス、ベルギーを除くと、東欧諸国において割合が高くなっているが、スイス（40％）や原子力
発電からの撤退を表明してきたドイツの31.7％等が注目される。英国および米国は約20％であ
る。総発電量の25％以上を原子力発電でまかなっている国の数は16か国である。

 1．営業運転開始および新規着工

02 原子力発電
02-06 海外の原子力発電所
02-06-01 海外の原子力発電所（概況）
02-06-01-05 海外の原子力発電所の現状（2004年）
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 2004年に営業運転を開始した原子力発電所は4基である（中国の泰山II期2号機、韓国の蔚珍5号
機、チェコのテメリン1および2号機）。同じく2004年に送電開始した原子力発電所は、浜岡5号
機を含めて4基である。韓国の蔚珍6号機は初臨界に達した。新規の着工はインドの高速原型炉
PFBRのみであった。
2．閉鎖および運転休止
 2004年に閉鎖された原子力発電所は英国のチャペルクロス1、2、3、4号機とリトアニアのイグ
ナリア1号機、合わせて5基であった。カナダではブルース3（A）号機の営業運転が再開された。
 これらの原子力発電所の炉型と発電容量を、2004年における主要な動きとともに表４に示す。
3．原子力発電の動向の概要
 2004年における原子力発電をめぐる状況の概要は次のとおりである。
1）中国、韓国、チェコの3か国で4基の原子力発電所が営業運転を開始し、3,612MWの発電容量
が加わった。新たな着工はインドの高速原型炉PFBR（出力500MW）で、FBR開発に取り組むイ
ンドの姿勢が明らかにされた。PFBRの実施主体であるBHAVINI社が2003年10月に設立されてお
り、2011年完成を目指している。
2）新たに計画入りした原子力発電所は中国の8基、7300MWを含む15基、14400MWである。計
画入りしたものの中で、フランスのフラマンビル3号機は欧州加圧水型炉EPR、1600MWであるこ
とが注目される。（表４参照）
3）閉鎖された原子力発電所のうち、リトアニアのイグナリア1号機は、同国の欧州連合への加盟
の条件として閉鎖されたもので、同2号機も2009年に閉鎖される予定である。なお、英国のチャ
ペルクロス発電所では全機が閉鎖された。
4）米国の2004年中の原子力発電量は過去最高の約787TWh（e）となった。これは設備利用率の
向上と出力増強によるもので、1993年から2003年にかけた原子力発電量の増加は、この間に6基
が閉鎖されているにもかかわらず、100万キロワット級の原子力発電所18基（設備利用率を90％
として）に相当する。また、2004年中に運転認可が更新された原子力発電所は7基（5850MW）
であった。

＜関連タイトル＞
世界の原子力発電の動向（2005年） (01-07-05-01)
世界の原子力発電の動向・アジア（2005年） (01-07-05-02)
世界の原子力発電の動向・中東（2005年） (01-07-05-03)
世界の原子力発電の動向・北米（2005年） (01-07-05-04)
世界の原子力発電開発の動向・CIS（2005年） (01-07-05-05)
世界の原子力発電の動向・中南米（2005年） (01-07-05-06)
世界の原子力発電の動向・西欧州（2005年） (01-07-05-07)
海外の原子力発電所の現状（2000年） (02-06-01-04)

＜参考文献＞
（1）（社）日本原子力産業会議（編集発行）：世界の原子力発電開発の動向2004年次報告
（2005年5月）
（2） 国際原子力機関IAEAホームページ：Power Reactor Information System
（http://www.iaea.org/programmes/a2/）

http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/dic/detail/dic_detail_449.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-01.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-02.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-03.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-04.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-05.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-06.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_01-07-05-07.html
http://atomica.tokai-sc.jaea.go.jp/atomica_pdf/data/detail/dat_detail_02-06-01-04.html
http://www.iaea.org/programmes/a2/

















